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平成28年3月の１号艇、平成28年6月の2号艇の導入に引き続き、平成28年12月21日に3号艇を導入
いたしました。
御前崎港の「SOLAS区域※」では、レベル2の津波といわれる発生頻度は極めて低いものの、発生す
れば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波が発生した際に、津波到達時間前に浸水想定区域外へ
の避難が困難な区域に「津波救命艇」を設置することとしております。
本港では全4艇の配備を計画しており、残る１艇についても早期に配備することとしております。

「津波救命艇」3号艇の導入

御前崎港管理事務所だより93号（H28.12）

エコパークだより
※エコパークは御前崎エコクラブと協働で維持管理を行っている御前崎港の港湾緑地です。7000
坪の敷地には、約400種類の花や木が植栽されており、１年を通して草花が楽しめます。

御前崎港の見学を御希望の方は、お気軽に管理事務所まで御連絡ください。皆様のお越しをお待ちしております

第12回御前崎市大産業まつり 「エネの会」との交流

12月12日（月）、御前崎市でエネル
ギーを考える「エネの会」の方々14名
がエコパークに来園しました。
当日は同会が以前植えたマツバギ

クの成長を見たり、花小屋に掲示して
ある花写真を見学しました。その後、
貝殻に植物を活ける体験をして、楽し

いひとときを過ごしました。

11月27日（日）、御前崎大産業
まつりが開催され、多くの人で賑
わいました。「ポートセールス実
行委員会」のブースに御前崎エコ
クラブが寄植え体験コーナーを出
展しました。参加者の方々は、完
成した作品をお土産に持ち帰るこ
とができるため、大変喜ばれまし
た。

【施設概要】
・定員：25名
・大きさ：長さ8.7メートル・巾2.3メートル・
高さ2.6メートル、満載時重量5.4トン
・材質：アルミ合金製
・主要設備：簡易トイレ、衛星通信機など
・装備品：飲料水、非常食、医療薬等防災
用品など（7日分）

※SOLAS区域：2001年9月のアメリカ同時多発テロ事件を契機として、2004年7月から、「国際航海船舶及び国際港湾施設
の保安確保等に関する法律」が施行されました。この法律は、国際海事機構における改正SOLAS条約を受けたもので、外国
船舶が利用する国際埠頭では、立入制限区域を設定することとしています。制限区域はフェンスで囲われ、センサー、監視カ
メラ、警備員により監視され、人及び車両等の出入り管理を行っています。

「津波救命艇」3号艇


